
（別紙４）

～ 2025年2月28日

（対象者数） 5 （回答者数） 2

～ 2025年2月28日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 2025年2月28日

（対象数） 3 （回答数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

学習の効果を高めるための教材プリントの工夫や、能力を伸
ばすための教材・教具を見極めておく

2

よりわかりやすく説明するための視覚化された方法を工夫
し、アイディアを伝え取り入れ実践してもらっていく

3

一人ひとりの能力に応じた指示の工夫とコミュニケーション
のとり方を伝え、具体的に伝達していく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保育所等訪問支援事業への理解が得にくい状況にある

2

3

○事業所名 保育所等訪問支援WARAKURA

○保護者評価実施期間 2025年1月6日

○保護者評価有効回答数

2025年1月6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年1月6日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2025年1月6日

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

他の事業者とのつながりが全くないので、今後の取りくみにつ
いて相談できる場がない、訪問支援員の充足

訪問支援の欠如により、事業継続が難しいこと

訪問の授業内容を支援者に伝達し、いろんな意見交換を行って
います
障害の特性を伸ばす支援を工夫できる

訪問の授業について毎回カンファレンスをしている
間接・直接支援を行い、工夫できる点等については管理者から
担任へ支援方法を伝えていただきています

具体的に教材を使って説明し、支援者の支援方法の統一を図っ
ている

支援者から出た意見からさらに工夫ができるところを見つけ、
子どもたちの支援方法を工夫し実践している

事業所における自己評価総括表公表
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